
記者提供資料

旧吉野川における「車転落による油流出事故」について

■事故の概要

・平成２２年６月１４日（月）１０時２０分頃、旧吉野川河川巡視員が、

旧吉野川距離標５ｋ００付近にて油が浮遊しているのを発見

・その後、国交省により緊急対応を実施中

■原因

・平成２２年６月１３日（日）２１時４０分頃発生の車転落による。

■対応の状況（６月１４日 １６時現在）

①オイルフェンス：１５時頃に３００ｍの設置を完了

②オイル吸着マット：笹木野用水樋門前の概ね５０ｍ範囲に１５０枚程度

投入

③樋門等の操作状況：松茂町にて、次の４樋門のゲートを１１時４０分頃

閉鎖（稲本用水樋門、開拓用水樋門、豊岡用水樋門、

北川向樋門）

なお、笹木野用水樋門は堤内側ゲートを閉鎖

■現在の状況

・転落した車は撤去されているため、これ以上の油の流出はなし

・河川内に一部油膜が点在しているものの、油膜はほぼオイルフェンス内

に閉じこめられた状況

■周辺への影響

①松茂町浄水場：異常なし

②河川の状況：水質及び魚類等について異常なし。

■作業の状況

・本日の緊急対応完了

・今後状況監視

平成２２年６月１４日

問い合わせ先：吉野川水系水質汚濁防止協議会吉野川下流支部事務局

国土交通省 徳島河川国道事務所

電話：０８８－６５４－２２１１

副 所 長 松田 邦泰 （内線２０４）

河川管理課長 ◎ 片岡 章三 （090-7789-4648、内線３３１）










	旧吉野川における「車転落による油流出事故」について
	page-0001.pdf
	記者発表資料（修正）
	page-0001
	page-0002
	page-0003
	page-0004
	page-0005
	page-0006
	page-0007





